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令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 増田 正明委員長

1

2

②社会教育活動を進めていくうえで、ネットワークづくりをどう進めていくか？

・就労訓練事業は社会とつながりにくい若者にとって本当に大切な事業だと思いました。

少子化がさらに進み学歴格差や不登校の増加など、教育の課題について社会教育委員として

取り組んでいくことは重要なことだと思いました。

　令和５年度発表の全国小中学生不登校数34万人超という、増え続ける「不登校問題」に

かかわって、小中学校のときに不登校だった生徒の卒業後、どんな歩みをしているのか？

・地区役員や民生委員、福祉担当者など多くの関係機関の方々とかかわりをもち、社会教育

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

テーマ「つながり」にかかわり

①若者、高齢者などの社会的な孤立にかかわる研究調査をさらに深めたい。

―会終了後の感想から（ごく一部）―

・中野市の事例はとても分かりやすかった。また非常に興味深く刺激的な発表でした。

新たな視点として考えていきたいと思いました。

「貴重なお話が聞けて役に立って」などの声が聞かれました。

委員として動くことが大切だと思いました。

※令和６年12月20日（金）「中野下高井・飯水校長会」

・私自身、長年サラリーマンとして経験してきたことを話しながら討議できてよかったです。

やはり経験から風通しの良い職場や挨拶ができる職場がポイントになると思いました。

　会終了後、「普段あまり聞けない子どもたちの将来の現状を知れてよかった」

・行きつくところは人と人との気を使いすぎない関係性、困っている人を支える体制かな、

と思いました。

そんな思いから発表会を設けさせていただきました。

そのわずか一事例だがその事実を示し、学校現場でも考える気化にしてほしい・・・

※参加者が多く、急遽全体会場に会場を変更して行われました。

―当日の意見交換会における討議の柱―

〇中野市の発表をもとに「皆さん自身で語る」

①「あなたにとって働きやすい職場」とは？

②「あなたにとって居心地のよい社会」とは？

―討議終了後の感想から（ごく一部）―

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて委員一人ひとりの取り組みたいことを大切に活動して
まりいました。可能な限りで結構ですので、ご自身の活動について振り返りご記入く
ださい。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

本市における令和元年度～４年度までの研究調査（「生き生きと輝く若者たち～青少年・若者

の孤独・孤立を考える～」）の発表活動が主たる活動でした。

　令和６年９月11日（水）「長野県社会教育研究大会」
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令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 阿部 恵子副委員長

1

・

・

2

・

・

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

”つなぐ”がより大事な視点になると考えます。

中野市に移住した人を囲むつながりづくり

市民体育館の避難所モデル化を市民参加で計画段階から進める。

社会教育委員の中野市の活動発表の場に立たせていただき、前年度までの

委員の活動をまとめ多くの方に知ってもらうことができた。

ひきこもりになる前の段階でできる取り組みの具体と現状を伝えることも

でき、”発信”する必要を改めて感じた。個人、家庭の問題はそのまま地域

社会の課題につながることを意識し、今後の活動につなぎたい。

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて委員一人ひとりの取り組みたいことを大切に活動して
まりいました。可能な限りで結構ですので、ご自身の活動について振り返りご記入く
ださい。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

地区の和太鼓活動に参加し、子ども太鼓の演奏を共々に進めることができた。

高校生が小学生をリードしたり、演奏したい曲を決め、自分たちで創っていこう

とする姿が見られたり、楽しめるようになってきた。
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令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 唐木　敏行委員

1

〇

〇

〇

〇

・

・

〇

・

〇

ＰＴＡ活動

資源回収年間２回（小学校７月、中学校９月）少子化に伴い柳沢地区では地域住民による

回収ボランティアも恒例になっている。

小中学校ボランティア・環境整備

コミュニティスクール委員や地区回覧を通じてボランティアや環境整備をお願いし、地域

住民の協力を得ている。

言えない部分もありますが、地域住民の立場から考えると、地震の教育活動ともいえる

学校の立場とｓ知恵、児童生徒と地域住民のつながりについて報告します。やや社会教育とは

※社会教育とは学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に

対して行われる組織的な教育活動を指します。

ついて地域住民の協力を得るようにしている。

リニューアルした市立図書館

部分があると考えています。

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて委員一人ひとりの取り組みたいことを大切に活動して
まりいました。可能な限りで結構ですので、ご自身の活動について振り返りご記入く
ださい。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

社会教育活動への地域住民の参画・協働の促進

防犯

小中学校児童生徒の登下校中の見守りとして、地域住民に見守り隊を委嘱し、防犯活動に

中学校敷地内樹木の選定、草刈、バス停付近の歩道の除草

小学校学習支援（家庭科調理実習・ミシン、書道・書初め、クラブ活動講師、水泳授業見守り）

公民館活動

小中学校と公民館の連携が進んでいる。今後の利用拡大として、不登校・不適応

児童生徒の中観教室・居場所としての施設利用について探り始めた。

高社中学校体育館施設利用

市立図書館職員の協力を得て、リニューアルした市立図書館をＰＲしようと中学校の２年生

図書委員が、視察と100冊程の本を借り入れて帰校し、視察報告をしたり、生徒に貸し出しを

行ったりした。

販売、休日・長期休業中の体育館・図書館利用

文化祭でのステージ発表・作品展示、学校だよりの掲示、学校敷地内で収穫したギンナン

高社中学校の体育施設利用状況は高く、生涯体育の面からみても運動に親しむ市民が多い。

課題は中学校部活動の地域移行が令和９年４月に実施されるので、文化や文化活動に親しむ
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令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

・

・

・

・

・

・

・

〇

・

・

〇

・

・

〇

・

2

○

一緒に行う、避難所設営訓練、非常食・炊き出し訓練等について、実施に

向けて検討していきたい。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

防災

近年の地震・自然災害における避難に対応し、小中学校では、大地震対応避難

訓練として、建物内避難訓練（外へ避難しない）や引き渡し訓練を実施したり、

中学生全員がＡＥＤ講習を毎年受けている。今後の可能性として、地域住民と

小体育館【年間使用】登録団体：１団体

越ソフトクラブ（ソフトボール）、四ヶ郷ソフト（ソフトボール）

北間長瀬公民館（地区球技大会）、東笠原公民館（区民交流会）

火曜日：中野ＶＢＣ（バレーボール）

水曜日：高社中男子バスケットボール（社会体育）、市役所バスケットボール部

木曜日：中野ＶＢＣ、中野フレアバドミントンクラブ

不定期：中野剣道連盟、中野市剣道スポーツ少年団

運動場

体育館【年間使用】登録団体：９団体

月曜日：ブラスト（バスケットボール）

不定期：ＮＥＶＩＥＳ（ソフトボール）、中野ゴールドウイングス（ソフトボール）

金曜日：ＮＢＣ（バスケットボール）、ＰＬＵＳ＋α（バスケットボール）

土曜日：市役所バスケットボール部、ブラスト、中野ＶＢＣ、クラブチーム翔（バレーボール）

日曜日：たかやしろＶ．Ｃ（バレーボール）

平日：中野市体育協会卓球部

日曜日：高社卓球クラブ

木曜日、日曜日：北部剣道教室

武道場【年間使用】登録団体：１団体

している。

市民等から、中学生の指導に関わってくれる指導者・サポーターが出てきてくれることを期待
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令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 仮屋 慶一委員

1

2

仕事は密接にかかわっているからです。今後さらに理解を深め、専門的な

知識を身に着けたいと考えています。

学習の場であると気づいたからです。学芸員は資料の収集・保存だけでなく、

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

大学で生涯学習を学ぶ中で、学芸員の役割に興味を持つようになりました。

博物館や美術館は、単なる展示の場ではなく、地域の文化や歴史を学ぶ貴重な

社会教育普及活動を通じて人々に学びの機会を提供します。特に、子どもから

高齢者まで幅広い世代に向けた学習支援に魅力を感じ、生涯学習と学芸員の

また、社会教育実習をＮＰＯで行い、地域の特性に応じた教育活動の工夫を

学び、多様な主体と協働する力を身に着けることができたと思いました。

この学びを生かし、実際の現場で貢献したいと考えています。

指導にも携わらせていただきました。

今年度は私自身のスキルアップを目標に、地域のコーディネーターである社会

教育士になるため大学で履修しました。社会教育の理論や実践方法について

学び、特に生涯学習の重要性や地域との連携の在り方について深く理解を深め

ました。具体的には、社会教育計画の立案方法やファシリテーション技術、

住民参加型のプログラムの設計について学習し、実践的な視点を養いました。

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて委員一人ひとりの取り組みたいことを大切に活動して
まりいました。可能な限りで結構ですので、ご自身の活動について振り返りご記入く
ださい。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

私は、ＮＰＯ法人北信州体操クラブで代表兼指導者として子どもたちに体操

指導を行っております。また、社会教育委員として、各小学校のコミュニティ

スクールの事業として体操始動、ＮＰＯ法人ぱーむぼいすの子供向け体操

5



令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 阿部 浩子委員

1

2

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて委員一人ひとりの取り組みたいことを大切に活動して
まりいました。可能な限りで結構ですので、ご自身の活動について振り返りご記入く
ださい。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

スポーツを通じてつながれたら、と思っています。

本年度体協の行事として６月に地区対抗球技大会、11月に駅伝大会があり

ました。球技大会は地区代表者による野球、ソフトボール、ソフトバレー、

それぞれのチームの対抗戦、駅伝大会は地区代表のチームと、日ごろ一緒に

走っている仲間のチームとのそれぞれの部門に分かれての大会でしたが盛り上り

ました。

また、２月９日には松代病院の整形外科部長松永大吾先生（柔道指導者）の

する役割」。子どもたちを指導していくにあたって競技だけできればいい、

試合に勝てればいい、というのではなく、その過程も大事。考える力が無ければ

講演会がありました。テーマは「長期育成の観点からスポーツ指導者に期待

競技も勝てない。「文武両道」の必要性でした。スポーツ選手としての現役引退

した後の人生の方が長い。そこを生きていくために必要な力、選択肢を作って

おかなくてはならない。部活の地域移行が進む中、スポーツの楽しさを伝え

ながら勉強の楽しさ、達成感…伝えていく事が大事、と思いました。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

公民館活動に参加してみたいと思います。

6



令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 藤澤 重徳委員

1

・

1）

2）

3）

4）

を持つ若者の移住促進が大切になってくると感じた。

人材を育成する役割が期待されているため、地域住民の１人としてどのようなこ

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて委員一人ひとりの取り組みたいことを大切に活動して
まりいました。可能な限りで結構ですので、ご自身の活動について振り返りご記入く
ださい。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

「つながりと多様性」について考えるという調査研究の方針にどれだけ沿うもの

になったかは判断できませんが、以下のような勉強会に参加して、自信の研鑽を

深めるとともに多様な経験を持つ方々との交流に努めました。

10月20日（日）木島平村防災講演会

石川県珠州市狼煙地区区長の糸屋敏夫さんから震災の体験をお聞きした。

地区内で日頃から密にコミュニケーションを取り合っていることに加えて、

2050年に中野市がどんなまちになっていてほしいのかを想像し、ポジティブな

視点から地域と高校教育について考えるワークショップに参加した。中野地域

で唯一の高校となる総合学科新校には「まちの未来」を担うことになる有為な

地域おこし協力隊を経て移住定住したまちづくり会社の職員である馬場千遥さん

が地区内の被災者のケアにかかわるだけでなく県外に避難した地区住民に対して

も積極的に情報を発信して住民の帰還に努めたことなどをお話いただいた。

地域防災力を高めるためにも地域に足りないところを補ってくれるようなスキル

るごと高専のような専門性の高い教育内容で県外からも意欲ある生徒が集ま

る高校をめざすべきではないかと自身の考えを述べた。

12月23日（月）私のアクション！未来のＮＡＧＡＮＯ創造県民会議

急激な少子化に歯止めをかけて地域の活力を維持、向上させるためには行政や

企業、地域住民それぞれが今までの常識にとらわれることなく行動変容をすすめ

ていく事が必要であるとして設立された県民会議に参加した。

「県民会議でこれから取り組みたいテーマやアクション」を考えるトークセッ

ションでは「教育・意識改革」をテーマとするグループワークに参加したが、

「若者や女性が頑張りたいって思っても、古い考えに阻まれることがある」ため、

2/15（土）長野上水内教育会主催「哲学対話Ⅲ」

「大人の意識を変える学びの場を作りたい」といった意見が出て、多くの

参加者の共感を得た。

1月26日（日）中野総合学科振興地域ワークショップ「まちの未来について話そ

う」

とができるのかを考えたいと思っている。グループワークでは徳島県の神山ま

7



令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

2

また、人口減少問題への対応の１つとして「高校教育の魅力化」のとりくみに

ついてもさらに学びを深め、中野総合学科新校への地域住民のかかわり方など

を念頭に置き、「教育・意識改革」をテーマとする未来のＮＡＧＡＮＯ創造

県民会議でのマイ・アクションを長野県下各地の有志の方々と交流を深めなが

ら展開していきたいと考えております。

来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

本格的に始動した生成ＡＩに対応する学びを社会教育と学校教育の壁を超越

する形で創り出すことが喫緊の課題として求められる中で、梶谷真司さんの

「対話的文章法」などを参考にして、ＡＩにはできないとされている「考える」

ということに焦点を当てたワークショップのようなものを企画して実践

したいと考えています。

たいへん有意義な学びであった。

ープワークを体験したが、自分の中にある未整理で雑多な情報を他者から質問し

てもらうことで他の人に伝えるために必要な情報に転換することができるという、

哲学対話にとりくむ梶谷真司さんの指導で、グループで一緒に問い、語り合うこ

とで文章が自然に書けるようになる「対話的文章法」を体験した。「今年いちば

んのできごと」をテーマにしてそれぞれが考えたプロットにたいして他のメンバ

ーが次々に質問をし、その質問をふまえて書く内容を膨らませていくというグル
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令和５年度　第２回社会教育委員会議（定例会）

調査研究方針 丸山 弘子委員

1

2 来年度、さらに取り組んでみたいことがあれば、ご記入ください。

　何もわからないまま２年の任期を終えることとなりました。

　子を持つ母親として、また、教育にたずさわる身として、日々、積極的に人に

関わることを心がけていきたいと思います。

　何もできず本当に申し訳ありませんでした。沢山のことを学ばせて頂き、ありがとう

ございました。

　目の前にいる人を大切に思う事が、自然にできるよう私自身も努力していきたいと

思います。

方々がいらっしゃる事を知り、私が今できる事は何かと考えました。

　私は今、市内小学校で子どもたちに関わる仕事についていますが、いろいろな家庭

環境で育ち、性格も要旨も学力も違う子どもたちが健全に成長していく為に毎日悩み

ます。

　しかし、どんな子どもどんな人にも必ず素晴らしいところがあり、そのことを認め

たたえていくことが、人と人とのつながりを深めていく第一歩だと感じています。

「つながりと多様性」について考える

　本年度上記のテーマを据えて委員一人ひとりの取り組みたいことを大切に活動して
まりいました。可能な限りで結構ですので、ご自身の活動について振り返りご記入く
ださい。
※委員の皆様には、定例会当日に一人二分間程度お話しいただきます。

この１年間の自分自身の活動についてご記入ください。

　大切な役目を頂きながら、なかなか活動できずに申し訳なく思っております。

　様々な講演会に個人的にも参加させて頂く中で、人間関係が希薄になっている今、

どのようなコミュニティをつくれば、人と人とがつながっていけるかと奮闘されている
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